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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
３

３
条

循
環
設

備
等

】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

（
１
）

残
留
熱
除
去
系

配
管
の
改

造
①

循
環
設
備
等
の

施
設

既
工
事
計
画

に
お
い
て

は
，
循
環
設
備

等
の
う
ち

，
発
電
用
原
子

炉
停
止
時

に
原
子
炉
圧
力

容
器
内
に

お
い
て
発
生
し

た
残
留
熱

を
除
去
す
る
こ

と
が

で
き
る
設
備
と

し
て
残
留

熱
除
去
系
（
原

子
炉
停
止

時
冷
却
系
）
を

施
設
す
る

こ
と
と
し
て
お

り
，
今
回

の
改
造
範
囲
に

つ
い
て
は

，
補
足

-4
【
残

留
熱

除
去
系
配
管
改

造
工
事
の

概
要
に
つ
い
て

】
に
記
載

し
て
い
る
。

今
回
の
変
更

認
可
申
請

に
伴
い
，
上
記

の
系
統
構

成
及
び
主
要
仕

様
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る

。
な
お
，
循
環

設
備
等
の

う
ち
，
残
留
熱

除
去
系
（

原
子
炉
停
止
時

冷
却
系
）

以
外
は
，
今
回

の
配
管
改

造
に
関
係
し
な

い
設
備

＊
１
で
あ
る

こ
と
か
ら
，

基
準
適
合
性
の

確
認
範
囲

に
は
含
め
な
い

。
＊
１
：
原
子

炉
冷
却
材

再
循
環
系
，
原

子
炉
圧
力

制
御
系
，
原
子

炉
給
水
制

御
系
，
原
子
炉

隔
離
時
冷

却
系
，
制
御
棒

駆
動
水
圧

系
，
原
子
炉
冷

却
材

浄
化

系
，
残
留

熱
除
去
系
海
水

系
②

循
環
設
備
等
の

機
能

既
工
事
計
画

に
お
い
て

は
，
原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
は
，
通
常
運

転
時
等
に

お
い
て
，
炉
心

崩
壊
熱
及

び
残
留
熱
の
除

去
，
炉
心

を
冷
却
す
る
機

能
（
残
留
熱
除
去

系
）
を
有

す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-1
-6
 安

全
設

備
及
び
重
大
事

故
等
対
処

設
備
が
使
用
さ

れ
る
条
件

の
下
に
お
け
る

健
全
性
に

関
す
る
説
明
書

」
（

40
頁

参
照
）

今
回
の
変
更

認
可
申
請

に
伴
い
，
上
記

の
機
能
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

す
る
。

補1-添15-1

補足－１　添付書類１５

721



確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
残
留
熱
除
去

系
配
管
改
造
工
事
の
概
要

に
つ
い

て
】

•
今
回
の

配
管
改
造
に
よ

り
，
残
留

熱
除
去
系
（
原

子
炉
停
止

時
冷
却
系
）
の

系
統
構
成

に
変
更
が
な
く

，
発
電
用

原
子
炉

停
止
時
に
原
子

炉
圧
力
容

器
内
に
お
い
て

発
生
し
た

残
留
熱
を
除
去

す
る
こ
と

が
で
き
る
設
備

が
施
設
さ

れ
て
い

る
こ
と
，
主
配

管
の
配
置

，
最
高
使
用
温

度
，
最
高

使
用
圧
力
，
外

径
及
び
厚

さ
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し

た
。
【
①
】

Ⅴ
-1
-1
-
6 
安

全
設
備
及
び
重
大

事
故
等
対
処
設

備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の
下
に
お
け
る
健
全
性
に

関
す
る

説
明
書

•
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設

は
，
通
常

運
転
時
等
に
お

い
て
，
炉

心
崩
壊
熱
及
び

残
留
熱
の

除
去
，
炉
心
を

冷
却
す
る

機
能
（

残
留
熱
除
去
系

）
を
有
す

る
こ
と
と
し
て

お
り
，
今

回
の
配
管
改
造

に
よ
り
そ

の
方
針
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確

認
し
た
。
【
②

】

残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
３

３
条

循
環
設

備
等

】

２
．
確

認
結
果

補1-添15-2
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
３

３
条

循
環
設

備
等

】

３
．
ま

と
め

（
１
）

残
留
熱
除
去
系

配
管
の
改

造
・

今
回
の
配
管
改

造
に
つ
い

て
，
残
留
熱
除

去
系
（
原

子
炉
停
止
時
冷

却
系
）
の

系
統
構
成
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。

・
残
留
熱
除
去
系

（
原
子
炉

停
止
時
冷
却
系

）
の
系
統

構
成
，
主
配
管

の
配
置
，

最
高
使
用
温
度

，
最
高
使

用
圧
力
，
外
径

及
び
厚
さ

に
変
更
は
な
く

，
残
留
熱
除
去
系

の
機
能
に

変
更
が
な
い
た

め
，
技
術

基
準
の
適
合
性

に
影
響
を

与
え
な
い
。

・
既
工
事
計
画
で

確
認
さ
れ

た
設
計
を
変
更

す
る
も
の

で
は
な
い
。
ま

た
，
循
環

設
備
等
に
関
す

る
基
本
設

計
方
針
に
つ
い

て
も
変
更

が
な
い
こ
と
か

ら
，

審
査
対

象
条
文
と
な
ら

な
い
。

（
２
）

原
子
炉
格
納
容

器
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
・

今
回
の
電
気
配

線
貫
通
部

の
改
造
は
，
循

環
設
備
等

（
残
留
熱
除
去

系
（
原
子

炉
停
止
時
冷
却

系
）
）
に

該
当
し
な
い
た

め
，
審
査

対
象
条
文
と
な

ら
な

い
。
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

４
条

原
子
炉

格
納

施
設

】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

（
１
）

残
留
熱
除
去
系

配
管
の
改

造
①

原
子
炉
格
納
容

器
隔
離
弁

の
設
置

既
工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

原
子
炉
格
納
容

器
を
貫
通

す
る
各
施
設
の

配
管
系
に

設
け
る
原
子
炉

格
納
容
器

隔
離
弁
は
，
安

全
保
護
装

置
か
ら
の
信
号

に
よ
り

，
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
動

力
駆
動
弁
，
チ

ェ
ー
ン
ロ

ッ
ク
が
可
能
な

手
動
弁
，

キ
ー
ロ
ッ
ク
が

可
能
な
遠

隔
操
作
弁
又
は

隔
離
機
能

を
有
す
る
逆

止
弁
と

し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の

隔
離
機
能
の
確

保
が
可
能

な
設
計
と
す
る

こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。

「
補
足
-
4【

残
留

熱
除
去
系

配
管
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】
」

「
Ｖ
-
1-
8
-1
 原

子
炉
格
納

施
設
の
設
計
条

件
に
関
す

る
説
明
書
」
（

2
,1
0
,1
1,
1
3頁

参
照
）

今
回
の
変
更

認
可
申
請

に
伴
い
，
原
子

炉
格
納
容

器
の
隔
離
機
能

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

②
原
子
炉
格
納
容

器
の
除
熱

及
び
放
射
性
物

質
の
濃
度

低
減

既
工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

原
子
炉
冷
却
系

統
に
係
る

原
子
炉
施
設
の

損
壊
又
は

故
障
の
際
に
生

じ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内

の
圧
力
及

び
温
度
の
上
昇

に
よ
り

原
子
炉
格
納
容
器
の
安
全

性
を
損
な
う
こ

と
を
防
止

す
る
と
と
も
に

，
原
子
炉

格
納
容
器
内
か

ら
漏
え
い

す
る
放
射
性
物

質
の
濃
度

を
低
減
す
る

設
備
と

し
て
残
留
熱
除
去
系
（
格

納
容
器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系

）
を
設
置
す
る

設
計
と
す

る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る

。
「

補
足
-
4【

残
留

熱
除
去
系

配
管
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】
」

「
Ｖ
-
1-
8
-1
 原

子
炉
格
納

施
設
の
設
計
条

件
に
関
す

る
説
明
書
」
（

2
,2
1頁

参
照
）

今
回
の
変
更

認
可
申
請

に
伴
い
，
残
留

熱
除
去
系

（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
冷

却
系
）
の
原
子

炉
格
納
容

器
を
除
熱
す
る

機
能
及
び

放
射
性
物
質
濃

度
を

低
減
す
る
機
能

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

（
２
）

原
子
炉
格
納
容

器
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
①

原
子
炉
格
納
容

器
バ
ウ
ン

ダ
リ
の
健
全
性

既
工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

原
子
炉
格
納
容

器
の
開
口

部
で
あ
る
機
器

搬
入
口
ハ

ッ
チ
，
所
員
用

エ
ア
ロ
ッ

ク
，
配
管
貫
通

部
等
を
含

め
て
原
子
炉
格

納
容
器

の
漏
え
い
率
を
許
容
値
以

下
に
保
ち
，
原

子
炉
冷
却

材
喪
失
時
及
び

逃
が
し
安

全
弁
作
動
時
に

お
い
て
想

定
さ
れ
る
原
子

炉
格
納
容

器
内
の
圧
力
，

温
度
，

放
射
線
等
の
環
境
条
件
の

下
で
も
原
子
炉

格
納
容
器

バ
ウ
ン
ダ
リ
の

健
全
性
を

保
つ
よ
う
に
設

計
す
る
と

と
も
に
，
漏
え

い
試
験
が

で
き
る
設
計

と
す
る

こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

「
補
足
-
5【

原
子

炉
格
納
容

器
電
気
ペ
ネ
ト

レ
ー
シ
ョ

ン
貫
通
部
改
造

工
事
の
概

要
に
つ
い
て
】

」
「

Ｖ
-
1-
8
-1
 原

子
炉
格
納

施
設
の
設
計
条

件
に
関
す

る
説
明
書
」
（

2
,7
,
9,
別

添
1
-8
-
1～

別
添

1-
8
-1
3頁

参
照
）

今
回
の
変
更

認
可
申
請

に
伴
い
，
原
子

炉
格
納
容

器
バ
ウ
ン
ダ
リ

機
能
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
す

る
。

補1-添16-1
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
残
留
熱
除
去

系
配
管
改
造
工
事
の
概
要

に
つ
い
て

】

・
配
管

の
改
造
に
よ
り

，
主
配
管

の
配
置
，
最
高

使
用
温
度

，
最
高
使
用
圧

力
，
外
径

及
び
厚
さ
に
変

更
が
な
い

こ
と
を

確
認
し
た
。
【

（
１
）
①

，
（
１
）
②
】

・
配
管

の
改
造
に
よ
り

，
残
留
熱

除
去
系
（
格
納

容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
系
）

の
系
統
構

成
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し

た
。
【
（
１
）

①
，
（
１

）
②
】

Ｖ
-1
-8
-
1
原

子
炉
格
納
施
設
の

設
計
条
件
に
関

す
る
説
明

書

・
配
管

の
改
造
に
よ
り

，
原
子
炉

格
納
容
器
の
隔

離
弁
に
変

更
は
な
く
，
原

子
炉
格
納

容
器
の
隔
離
機

能
に
変
更

が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
（

１
）
①
】

・
配
管

の
改
造
に
よ
り

，
残
留
熱

除
去
系
（
格
納

容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
系
）

の
系
統
構

成
に
変
更
は
な

く
，
残
留

熱
除
去

系
（
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
）
の
原

子
炉
格
納

容
器
を
除
熱
す

る
機
能
及

び
放
射
性
物
質

濃
度
を

低
減
す

る
機
能
に
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
（
１

）
②
】

・
電
気

配
線
貫
通
部
の

改
造
に
よ

り
，
ス
リ
ー
ブ

長
を
短
尺

化
す
る
の
み
で

，
材
料
の

変
更
は
な
く
，

原
子
炉
格

納
容
器

の
圧
力
，
温
度

，
放
射
線

等
の
環
境
条
件

の
下
で
も

原
子
炉
格
納
容

器
バ
ウ
ン

ダ
リ
機
能
に
変

更
が
な

い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
（
２
）

①
】

補
足

-5
【
原
子
炉
格
納

容
器
電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
貫
通

部
改
造
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
】

・
電
気

配
線
貫
通
部
の

改
造
に
よ

り
，
配
置
，
最

高
使
用
圧

力
，
最
高
使
用

温
度
，
外

径
及
び
個
数
に

変
更
が
な

い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
（
２
）

①
】

残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

４
条

原
子
炉

格
納

施
設

】

２
．
確

認
結
果

補1-添16-2
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

４
条

原
子
炉

格
納

施
設

】

３
．
ま

と
め

（
１
）

残
留
熱
除
去
系

配
管
の
改

造
・

今
回
の
配
管
改

造
に
つ
い

て
は
，
原
子
炉

格
納
容
器

の
隔
離
弁
及
び

残
留
熱
除

去
系
（
格
納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系
）
の

系
統
構
成

に
変
更
が
な
い

こ
と

を
確
認
し
た
。

・
原
子
炉
格
納
容

器
隔
離
弁

の
変
更
が
な
く

原
子
炉
格

納
容
器
の
隔
離

機
能
に
変

更
が
な
い
こ
と

，
残
留
熱

除
去
系
（
格
納

容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
系
）

の
系
統
構
成
及

び
主
要
仕

様
に
変
更
が
な

く
，
除
熱

す
る
機
能
及
び

放
射
性
物

質
濃
度
を
低
減

す
る
機
能

に
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
技
術
基
準
の

適
合
性
に
影
響
を

与
え
な
い

。
・

既
工
事
計
画
で

確
認
さ
れ

た
設
計
を
変
更

す
る
も
の

で
は
な
い
。
ま

た
，
原
子

炉
格
納
施
設
に

関
す
る
基

本
設
計
方
針
に

つ
い
て
も

変
更
が
な
い
こ

と
か

ら
，
審
査
対
象

条
文
と
な

ら
な
い
。

（
２
）

原
子
炉
格
納
容

器
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
・

今
回
の
電
気
配

線
貫
通
部

の
改
造
に
つ
い

て
は
，
ス

リ
ー
ブ
長
を
短

尺
化
す
る

の
み
で
，
材
料

の
変
更
は

な
く
，
原
子
炉

格
納
容
器

バ
ウ
ン
ダ
リ
の

健
全

性
を
保
つ
設
計

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

・
原
子
炉
格
納
容

器
の
バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能
に

変
更
が
な

い
こ
と
か
ら
，

技
術
基
準

の
適
合
性
に
影

響
を
与
え

な
い
。

・
既
工
事
計
画
で

確
認
さ
れ

た
設
計
を
変
更

す
る
も
の

で
は
な
い
。
ま

た
，
原
子

炉
格
納
施
設
に

関
す
る
基

本
設
計
方
針
に

つ
い
て
も

変
更
が
な
い
こ

と
か

ら
，
審
査
対
象

条
文
と
な

ら
な
い
。

補1-添16-3

728



 

補1-添16-4

729



 

 

補1-添16-5

（２）①

（１）①

（１）②

730



補1-添16-6

731



 

 

補1-添16-7

（２）①

732



 

 

補1-添16-8

（２）①

733



 

 

補1-添16-9

（１）①

734



 

 

補1-添16-10

（１）①

735



 

 

補1-添16-11

736



 

 

補1-添16-12

737



 

 

補1-添16-13

738



補1-添16-14

739



補1-添16-15

（２）①

740



補1-添16-16

（２）①

741



補1-添16-17

（２）①

742



補1-添16-18

743



補1-添16-19
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

９
条

重
大
事

故
等

対
処

施
設

の
地

盤
】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
地
盤

の
健
全
性
評
価

及
び
評
価

方
法

ａ
．

既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
常
設
耐
震
重

要
重
大
事

故
防
止
設
備
又

は
常
設
重

大
事
故
緩
和
設

備
が
設
置

さ
れ
る
重
大
事

故
等
対
処

施
設
に
つ
い
て

は
，

基
準
地

震
動
Ｓ

ｓ
に
よ
る
地
震
力

が
作
用
し
た
場

合
に
お
い

て
も
，
接
地
圧

に
対
す
る

十
分
な
支
持
力

を
有
す
る
地
盤
に
設
置
す

る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
2頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
2-
2 
原
子
炉
建
屋
の
耐

震
性
に
つ
い
て

の
計
算
書

」
（
1
頁
参
照
）

ｂ
．

既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
地
盤
の
健
全

性
は
最
大

接
地
圧
と
許
容

支
持
力
度

を
基
に
評
価
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
8-
3

原
子
炉

格
納
施
設

の
基
礎
に
関
す

る
説
明
書

」
（
2
,
3,
11
頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
9-
2-
2
 原

子
炉
格
納
容

器
底
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト
マ

ッ
ト
の
耐
震
性

に
つ
い
て

の
計
算
書
」
（

7
,1
1
,4
8頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
9-
3-
4
 原

子
炉
建
屋
基

礎
盤
の
耐
震
性

に
つ
い
て

の
計
算
書
」
（

7
,1
0
,3
7頁

参
照

）
ｃ
．

既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
評
価
フ
ロ
ー

に
お
い
て

接
地
圧
は
地
震

応
答
解
析

を
基
に
評
価
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
9-
2-
2
 原

子
炉
格
納
容

器
底
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト
マ

ッ
ト
の
耐
震
性

に
つ
い
て

の
計
算
書
」
（

9頁
参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
9-
3-
4
 原

子
炉
建
屋
基

礎
盤
の
耐
震
性

に
つ
い
て

の
計
算
書
」
（

8頁
参
照

）
今

回
の
変
更
認
可

申
請
に
伴

い
，
上
記
の
地

盤
の
健
全

性
に
係
る
基
本

方
針
及
び

評
価
方
法
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
す

る
。

②
接
地

圧
の
算
出

既
工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

接
地
圧
を
算
出

す
る
た
め

の
地
震
応
答
解

析
は
，
質

点
系
モ
デ
ル
に

基
づ
き
評

価
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-
2-
2-
1
原
子
炉
建
屋
の

地
震
応
答
計
算

書
」
（

1,
1
1,
12
,
38
,3
9,
4
1,
7
1頁

参
照
）

「
補
足

-
4【

残
留
熱
除

去
系
配
管

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
参
照
」

「
補
足

-
5【

原
子
炉
格

納
容
器
電

気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
貫

通
部
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】
参
照

」
今
回

の
変
更
認
可
申
請
に
伴
い

，
接
地
圧
の
解

析
モ
デ
ル

に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確

認
す
る
。

③
地
盤

の
支
持
力
の
算

出
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

地
盤
の
支
持
性

能
の
許
容

限
界
で
あ
る
極

限
支
持
力

は
，
建
築
基
礎

構
造
設
計

指
針
（
日
本
建

築
学
会
，

2
00
1）

の
支
持

力
算
定
式

に
基
づ
き
対
象
施
設
の
岩

盤
の
室
内
試
験

結
果
等
よ

り
設
定
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-
2-
1-
3
地
盤
の
支
持
性

能
に
係
る
基
本

方
針
」
（

1
,1
7,
1
8頁

参
照
）

今
回

の
変
更
認
可
申
請
に
伴
い

，
地
盤
の
支
持

力
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る

。
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

９
条

重
大
事

故
等

対
処

施
設

の
地

盤
】

確
認
図
書

名
確

認
結
果

Ⅴ
-2
-1
-
1
耐

震
設
計
の
基
本
方

針
の
概
要

•
地
盤
の

健
全
性
に
係
る

基
本
方
針

で
あ
り
，
配
管

及
び
電
気

配
線
貫
通
部
の

改
造
に
よ

り
変
更
が
な
い

こ
と
を
確

認
し
た

。
【
①
ａ
】

Ⅴ
-2
-2
-
2 
原

子
炉
建
屋
の
耐
震

性
に
つ
い
て
の

計
算
書

•
原
子
炉

建
屋
は
，
重
大

事
故
等
対

処
施
設
に
お
い

て
は
「
常

設
耐
震
重
要
重

大
事
故
防

止
設
備
及
び
常

設
重
大
事

故
緩
和

設
備
の
間
接
支

持
構
造
物

」
に
分
類
さ
れ

る
。
原
子

炉
建
屋
の
う
ち

，
二
次
格

納
施
設
と
な
る

原
子
炉
建

屋
原
子

炉
棟
は
，
「
常

設
耐
震
重

要
重
大
事
故
防

止
設
備
及

び
常
設
重
大
事

故
緩
和
設

備
」
に
分
類
さ

れ
て
お
り

，
こ
の
分

類
に
つ
い
て
配

管
及
び
電

気
配
線
貫
通
部

の
改
造
に

よ
り
変
更
が
な

い
と
を
確

認
し
た
。
【
①

ａ
】

Ⅴ
-1
-8
-
3
原

子
炉
格
納
施
設
の

基
礎
に
関
す
る

説
明
書

Ⅴ
-2
-9
-
2-
2 
原
子
炉
格
納
容
器

底
部
コ
ン
ク

リ
ー
ト

マ
ッ
ト
の
耐
震

性
に
つ
い
て
の
計
算
書

Ⅴ
-2
-9
-
3-
4 
原
子
炉
建
屋
基
礎

盤
の
耐
震
性
に

つ
い
て

の
計
算
書

•
地
盤
の

健
全
性
は
最
大

接
地
圧
と

許
容
支
持
力
度

を
基
に
評

価
し
て
お
り
，

接
地
圧
は

地
震
応
答
解
析

に
基
づ
く

動
的
解

析
の
結
果
か
ら

算
出
し
て

い
る
た
め
，
配

管
及
び
電

気
配
線
貫
通
部

の
改
造
に

よ
り
評
価
方
法

に
変
更
が

な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
①
ｂ

,ｃ
】

補
足

-4
【
残
留
熱
除
去

系
配
管
改
造
工
事
の
概
要

に
つ
い

て
】

補
足

-5
【
原
子
炉
格
納

容
器
電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

貫
通
部
改
造
工

事
の
概
要
に
つ
い
て
】

•
今
回
の

配
管
及
び
電
気

配
線
貫
通

部
の
改
造
に
よ

り
，
配
管

及
び
電
気
配
線

貫
通
部
の

配
置
に
変
更
が

な
い
こ
と

を
確
認

し
た
。
ま
た
，

配
管
に
つ

い
て
は
大
幅
な

質
量
増
加

と
な
る
改
造
は

な
く
，
電

気
配
線
貫
通
部

に
つ
い
て

は
短
尺

化
に
よ
り
質
量

は
軽
く
な

る
こ
と
を
確
認

し
た
。
【

②
】

Ⅴ
-2
-2
-
1
原

子
炉
建
屋
の
地
震

応
答
計
算
書

•
地
震
応

答
解
析
モ
デ
ル

に
お
け
る

各
標
高
の
質
点

重
量
の
う

ち
，
当
該
配
管

及
び
電
気

配
線
貫
通
部
が

設
置
さ
れ

る
標
高

2
.0
0m
か
ら
標
高

20
.
30
mの

各
質

点
重
量
は
そ
れ
ぞ

れ
2
0万

kN
規
模

（
質
量
換

算
：
約

2万
t規

模
）
で
あ

り
，
当

該
配
管
及
び
電

気
配
線
貫

通
部
の
改
造
に

よ
る
重
量

の
増
減
に
比
べ

て
，
各
標

高
の
質
点
重
量

は
非
常
に

大
き
い

こ
と
か
ら
，
当

該
配
管
及

び
電
気
配
線
貫

通
部
の
改

造
に
よ
る
変
更

が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
②
】

Ⅴ
-2
-1
-
3
地

盤
の
支
持
性
能
に

係
る
基
本
方
針

•
地
盤
の

支
持
性
能
の
許

容
限
界
で

あ
る
極
限
支
持

力
度
は
，

地
盤
物
性
等
に

よ
り
算
出

さ
れ
る
た
め
，

配
管
及
び

電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
に
よ
る

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
③
】

２
．
確

認
結
果
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

９
条

重
大
事

故
等

対
処

施
設

の
地

盤
】

３
．
ま

と
め

・
今

回
の
配
管
及
び

電
気
配
線

貫
通
部
の
改
造

に
伴
う
地

盤
の
健
全
性
に

係
る
基
本

方
針
，
建
屋
の

耐
震
分
類

及
び
評
価
方
法

に
変
更
は

な
い
。

・
設

備
の
配
置
の
変

更
は
な
く

，
配
管
及
び
電

気
配
線
貫

通
部
の
改
造
に

よ
る
質
量

の
増
減
と
し
て

は
，
配
管

改
造
に
よ
り

10
0㎏

程
度

増
加
，
電
気
配

線
貫
通

部
の
短

尺
化
に
よ
り

20
0㎏

程
度

減
少
す
る
も
の

の
，
当
該

配
管
及
び
電
気

配
線
貫
通

部
が
設
置
さ
れ

る
各
標
高

の
質
点
重
量
は

非
常
に
大

き
い
こ
と
か
ら

，
地
震
応

答
解
析
モ
デ
ル
の
変
更
は

な
い
た
め
，
原

子
炉
建
屋

基
礎
盤
の
接
地

圧
の
評
価

に
変
更
は
な
い

。
ま
た
，

地
盤
の
支
持
力

は
地
盤
物

性
等
に
よ
り
算

出
さ
れ
る

た
め
，
今
回
の
改
造
に
伴

う
変
更
は
な
い

こ
と
か
ら

，
今
回
の
配
管

及
び
電
気

配
線
貫
通
部
の

改
造
は
技

術
基
準
の
適
合

性
に
影
響

を
与
え
な
い
。

・
重

大
事
故
等
対
処

施
設
の
地

盤
に
係
る
設
計

に
変
更
は

な
い
こ
と
か
ら

，
既
工
事

計
画
か
ら
設
計

内
容
に
変

更
が
な
い
た
め

，
審
査
対

象
条
文
と
な
ら

な
い
。
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
耐
震

設
計
の
基
本
事

項
ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

重
大
事
故
等
対

処
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
区
分
に

応
じ
た
地
震
力

に
対
し
て

構
造
強
度
を
確

保
す
る
よ

う
に
す
る
た
め

，
設
置
変

更
許
可
申
請
書

の
設
計
方

針
に
基
づ
く
と

と
も
に
，

設
計
基
準
対
象

施
設
の
工

事
計
画
認
可
に

お
い
て
実
績
の
あ
る
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｇ

46
01
等
の
規
格

及
び
基

準
等
に
基
づ
く

手
法
を
準

用
し
て
，
常
設

耐
震
重
要

重
大
事
故
防
止

設
備
が
設

置
さ
れ
る
重
大

事
故
等
対
処
施
設
（
特
定

重
大
事
故

等
対
処
施

設
を
除

く
。
以
下
同
じ

。
）
，
常

設
耐
震
重
要
重

大
事
故
防

止
設
備
以
外
の

常
設
重
大

事
故
防
止
設
備

が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故

等
対
処
施

設
（
特
定

重
大
事

故
等
対
処
施
設

を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）

，
常
設
重

大
事
故
緩
和
設

備
が
設
置

さ
れ
る
重
大
事

故
等
対
処
施
設
（
特
定
重

大
事
故
等

対
処
施
設

を
除
く

。
以
下
同
じ
。

）
に
分
類

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
4,
5頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
5-
2-
1
-1

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
2,
5
5,
56
頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
5-
4-
1
-4

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
9,
6
0,
62
～

6
5頁

参
照

）
ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

常
設
耐
震
重
要

重
大
事
故

防
止
設
備
が
設

置
さ
れ
る

重
大
事
故
等
対

処
施
設
に

つ
い
て
は
，
基

準
地
震
動

に
よ
る
地
震
力

に
対
し

て
重
大
事
故
に

至
る
お
そ

れ
が
あ
る
事
故

に
対
処
す

る
た
め
に
必
要

な
機
能
が

損
な
わ
れ
る
お

そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
，
設

置
変
更
許

可
申
請

書
の
設
計
方
針

に
基
づ
く

と
と
も
に
，
設

計
基
準
対

象
施
設
の
工
事

計
画
認
可

に
お
い
て
実
績

の
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｇ

46
01
等

の
規
格
及

び
基
準
等

に
基
づ

く
手
法
を
準
用

し
て
，
当

該
施
設
の
機
能

を
維
持
す

る
設
計
と
し
て

い
る
こ
と

を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
4,
5頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
5-
2-
1
-1

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
2,
5
5,
56
頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
5-
4-
1
-4

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
9,
6
0,
62
～

6
5頁

参
照

）

補1-添18-1
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

①
耐
震

設
計
の
基
本
事

項
（
全
頁

の
続
き
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

常
設
耐
震
重
要

重
大
事
故

防
止
設
備
以
外

の
常
設
重

大
事
故
防
止
設

備
が
設
置

さ
れ
る
重
大
事

故
等
対
処

施
設
に
つ
い
て

は
，
設

置
許
可
基
準
規

則
第

4条
第

2項
の
規
定
に

よ
り
算
定

す
る
地
震
力
に

十
分
に
耐

え
る
よ
う
に
す

る
た
め
，
設
置
変
更
許
可

申
請
書
の

設
計
方
針

に
基
づ

く
と
と
も
に
，

設
計
基
準

対
象
施
設
の
工

事
計
画
認

可
に
お
い
て
実

績
の
あ
る

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｇ

46
01
等
の
規
格
及
び
基
準
等
に

基
づ
く
手

法
を
準
用

し
て
，

当
該
施
設
の
機

能
を
維
詩

す
る
設
計
と
し

て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
3,
4,
5頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
5-
2-
1
-1

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
2,
5
5,
56
頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
5-
4-
1
-4

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
9,
6
0,
62
～

6
5頁

参
照

）
ｄ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

常
設
重
大
事
故

緩
和
設
備

が
設
置
さ
れ
る

重
大
事
故

等
対
処
施
設
に

つ
い
て
は

，
基
準
地
震
動

に
よ
る
地

震
力
に
対
し
て

重
大
事

故
に
対
処
す
る

た
め
に
必

要
な
機
能
が
損

な
わ
れ
る

お
そ
れ
が
な
い

よ
う
に
す

る
た
め
，
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
設
計

方
針
に
基

づ
く
と
と

も
に
，

設
計
基
準
対
象

施
設
の
工

事
計
画
認
可
に

お
い
て
実

績
の
あ
る
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｇ

46
01
等
の
規
格
及
び

基
準
等
に
基
づ
く
手
法
を

準
用
し
て

，
当
該
施

設
の
機

能
を
維
持
す
る

設
計
と
し

て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
4,
5頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
5-
2-
1
-1

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
2,
5
5,
56
頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
5-
4-
1
-4

管
の
耐
震
性

に
つ
い
て
の
計

算
書
」
（

1
,5
9,
6
0,
62
～

6
5頁

参
照

）
今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

耐
震
設
計
の
基

本
方
針
に

変
更
が
な
く
，

上
記
方
針

を
踏
ま
え
て
設

計
し
て
い

る
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添18-2
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

②
施
設

区
分

既
工
事

計
画
に
お
い
て
は
，
重
大

事
故
等
対
処
施

設
の
施
設

区
分
に
つ
い
て

は
，
施
設

の
各
設
備
が
有

す
る
重
大

事
故
等
時
に
対

処
す
る
た

め
に
必
要
な
機

能
及
び

設
置
状
態
を
踏
ま
え
て
，

常
設
耐
震
重
要

重
大
事
故

防
止
設
備
が
設

置
さ
れ
る

重
大
事
故
等
対

処
施
設
，

常
設
耐
震
重
要

重
大
事
故

防
止
設
備
以
外

の
常
設

重
大
事
故
防
止
設
備
が
設

置
さ
れ
る
重
大

事
故
等
対

処
施
設
，
常
設

重
大
事
故

緩
和
設
備
が
設

置
さ
れ
る

重
大
事
故
等
対

処
施
設
に

分
類
し
た
上
で

，
施
設
に

要
求
さ
れ
る
機
能
の
役
割

に
応
じ
て
，
施

設
を
構
成

す
る
設
備
（
設

備
，
直
接

支
持
構
造
物
，

間
接
支
持

構
造
物
，
波
及

的
影
響
を

考
慮
す
べ
き
施

設
）
に

適
切
に
区
分
し
て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
5
,
6頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
4 
重
要
度
分
類
及
び

重
大
事
故
等
対

処
施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針
」

（
4
,5
,
26
～

68
頁
参
照
）

「
補
足

-
4【

残
留
熱
除
去
系
配
管

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
参
照
」

「
補
足

-
5【

原
子
炉
格
納
容
器
電

気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
貫

通
部
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】
参
照

」
今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

施
設
区
分
の
分

類
に
変
更

が
な
く
，
上
記

方
針
を
踏

ま
え
て
設
計
し

て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る

。

③
地
震

力
の
算
定
方
法

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

静
的
地
震
力
に

関
し
て
は

，
常
設
耐
震
重

要
重
大
事

故
防
止
設
備
以

外
の
常
設

重
大
事
故
防
止

設
備
が
設

置
さ
れ
る
重
大

事
故
等

対
処
施
設
に
つ

い
て
，
設

置
変
更
許
可
申

請
書
の
重

大
事
故
等
対
処

施
設
の
耐

震
設
計
で
示
さ

れ
た
静
的
地
震
力
の
算
定

方
針
に
基

づ
き
，
施

設
の
耐

震
重
要
度
に
応

じ
た
係
数

を
乗
じ
，
施
設

の
振
動
特

性
及
び
地
盤
の

種
類
を
考

慮
す
る
な
ど
し

て
，
建
物
・
構
築
物
，
機

器
・
配
管

系
の
そ
れ

ぞ
れ
に

対
し
て
適
切
に

算
定
し
て

い
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
,
8頁

参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

動
的
地
震
力
に

関
し
て
は

，
常
設
耐
震
重

要
重
大
事

故
防
止
設
備
が

設
置
さ
れ

る
重
大
事
故
等

対
処
施
設

，
常
設
重
大
事

故
緩
和

設
備
が
設
置
さ

れ
る
重
大

事
故
等
対
処
施

設
に
つ
い

て
，
地
震
応
答

解
析
の
適

用
性
及
び
適
用

限
界
等
を
考
慮
し
て
解
析

手
法
を
選

定
す
る
と

と
も
に

，
施
設
及
び
地

盤
の
構
造

特
性
，
振
動
特

性
，
相
互

作
用
等
を
考
慮

し
て
解
析

条
件
を
設
定
し

た
上
で
，
建
物
・
構
築
物

の
入
力
地

震
動
評
価

並
び
に

建
物
・
構
築
物

及
び
機
器

・
配
管
系
の
地

震
応
答
解

祈
を
実
施
し
て

，
地
震
力

を
適
切
に
算
定

し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
，

動
的
地
震

力
の
算
定

に
当
た

っ
て
，
建
物
・

構
築
物
の

剛
性
及
び
地
盤

の
剛
性
の

ば
ら
つ
き
等
を

適
切
に
考

慮
し
て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
8
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
6 
地
震
応
答
解
析
の

基
本
方
針
」
（

3
,9
,
10
項

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

地
震
力
の
算
定

方
法
及
び

地
震
応
答
解
析

の
算
定
に

変
更
が
な
く
，

上
記
方
針

を
踏
ま
え
て
設

計
し
て
い

る
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添18-3
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

④
荷
重

の
組
合
せ

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

建
物
・
構
築
物

，
機
器
・

配
管
系
，
津
波

防
護
施
設

等
に
つ
い
て
は

，
施
設
区

分
に
応
じ
て
，

そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
に
作
用

す
る
地

震
力
と
重
大
事

故
等
時
の

状
態
で
施
設
に

作
用
す
る

荷
重
等
の
地
震

力
以
外
の

荷
重
を
適
切
に

組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
3～

15
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

地
震
荷
重
と
風

荷
重
又
は

積
雪
荷
重
と
の

組
合
せ
に

つ
い
て
は
，
風

荷
重
又
は

積
雪
荷
重
の
影

響
が
地
震

荷
重
と
比
べ
て

無
視
で

き
な
い
構
造
，

形
状
及
び

仕
様
を
有
す
る

施
設
を
屋

外
施
設
か
ら
選

定
し
，
当

該
施
設
の
評
価

に
お
い
て
考
慮
し
て
い
る

こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
5頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

重
大
事
故
等
対

処
施
設
を

支
持
す
る
建
物

・
構
築
物

の
当
該
部
分
の

支
持
機
能

を
確
認
す
る
場

合
に
つ
い

て
は
，
支
持
さ

れ
る
施

設
の
施
設
区
分

に
応
じ
た

地
震
力
と
常
時

作
用
し
て

い
る
荷
重
，
重

大
事
故
等

時
の
状
態
で
施

設
に
作
用
す
る
荷
重
及
び

そ
の
他
必

要
な
荷
重

と
を
組

み
合
わ
せ
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
2
,1
5頁

参
照

）
今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

荷
重
の
組
合
せ

に
変
更
が

な
く
，
上
記
方

針
を
踏
ま

え
て
設
計
し
て

い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

⑤
許
容

限
界

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

建
物
・
構
築
物

，
機
器
・

配
管
系
の
そ
れ

ぞ
れ
の
強

度
評
価
に
お
け

る
許
容
限

界
に
つ
い
て
は

，
安
全
上

適
切
と
認
め
ら

れ
る
規

格
及
び
基
準
等

に
基
づ
き

，
施
設
の
機
能

を
維
持
又

は
構
造
強
度
を

確
保
で
き

る
設
定
と
し
て

い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
5～

17
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

地
震
時
又
は
地

震
後
に
動

的
機
能
が
要
求

さ
れ
る
機

器
等
の
機
能
維

持
評
価
に

お
け
る
許
容
限

界
に
つ
い

て
は
，
実
証
試

験
等
に

よ
り
確
認
さ
れ

て
い
る
機

能
維
持
加
速
度

等
を
設
定

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
3
,
18
頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

許
容
限
界
に
変

更
が
な
く

，
上
記
方
針
を

踏
ま
え
て

設
計
し
て
い
る

こ
と
を
確

認
す
る
。
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

⑥
波
及

的
影
響

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

波
及
的
影
響
に

つ
い
て
は

，
考
慮
す
べ
き

事
象
の
選

定
，
考
慮
す
べ

き
施
設
の

抽
出
及
び
耐
震

計
算
を
適

切
に
実
施
し
，

Ｂ
ク
ラ

ス
及
び
Ｃ
ク
ラ

ス
の
施
設

に
加
え
，
常
設

耐
震
重
要

重
大
事
故
防
止

設
備
以
外

の
常
設
重
大
事

故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ

る
重
大
事

故
等
対
処

施
設
，

可
搬
型
重
大
事

故
等
対
処

設
備
並
び
に
常

設
重
大
事

故
防
止
設
備
及

び
常
設
重

大
事
故
緩
和
設

備
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な

い
常
設
の

重
大
事
故

等
対
処

施
設
（
以
下
「

下
位
ク
ラ

ス
」
と
い
う
。

）
の
波
及

的
影
響
に
よ
っ

て
，
常
設

耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
又
は
常
設

重
大
事
故

緩
和
設
備

が
設
置

さ
れ
る
重
大
事

故
等
対
処

施
設
の
重
大
事

故
等
に
対

処
す
る
た
め
に

必
要
な
機

能
を
損
な
わ
な

い
設
計
と
し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
6
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

考
慮
す
べ
き
事

象
に
つ
い

て
は
，
原
子
力

発
電
所
の

地
震
被
害
を
調

査
し
，
そ

の
結
果
を
考
慮

し
た
上
で

，
設
置
地
盤
及

び
地
震

応
答
性
状
の
相

違
等
に
起

因
す
る
相
対
変

位
又
は
不

等
沈
下
，
下
位

ク
ラ
ス
の

施
設
と
の
接
続

部
に
お
け
る
相
互
影
響
及

び
下
位
ク

ラ
ス
の
施

設
の
損

傷
，
転
倒
，
落

下
等
を
選

定
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
6
,
7頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

考
慮
す
べ
き
施

設
に
つ
い

て
は
，
敷
地
全

体
を
俯
瞰

し
た
調
査
・
検

討
に
基
づ

き
，
波
及
的
影

響
を
及
ぼ

す
可
能
性
の
あ

る
施
設

を
抽
出
し
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
4 
重
要
度
分
類
及
び

重
大
事
故
等
対

処
施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針
」

（
2
6～

68
頁
参

照
）

「
補
足

-
4【

残
留
熱
除

去
系
配
管

改
造
工
事
の
概

要
に
つ
い

て
】
参
照
」

「
補
足

-
5【

原
子
炉
格

納
容
器
電

気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
貫

通
部
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】
参
照

」
ｄ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

耐
震
計
算
に
つ

い
て
は
，

抽
出
し
た
下
位

ク
ラ
ス
の

施
設
が
，
常
設

耐
震
重
要

重
大
事
故
防
止

設
備
若
し

く
は
常
設
重
大

事
故
緩

和
設
備
が
設
置

さ
れ
る
重

大
事
故
等
対
処

施
設
の
設

計
に
用
い
る
地

震
動
若
し

く
は
地
震
力
に

対
し
て
耐
震
性
を
有
し
て

い
る
こ
と

，
又
は
抽

出
し
た

常
設
耐
震
重
要

重
大
事
故

防
止
設
備
若
し

く
は
常
設

重
大
事
故
緩
和

設
備
が
設

置
さ
れ
る
重
大

事
故
等
対
処
施
設
が
，
下

位
ク
ラ
ス

の
施
設
の

波
及
的

影
響
の
発
生
に

よ
っ
て
作

用
す
る
荷
重
に

対
し
て
機

能
に
影
響
を
受

け
な
い
状

態
に
留
ま
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

波
及
的
影
響
を

考
慮
し
た

設
計
に
変
更
が

な
く
，
上

記
方
針
を
踏
ま

え
て
設
計

し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す

る
。
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

⑦
水
平

２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
の

地
震
力
の
組
合

せ
に
よ
る

影
響
評
価

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

水
平
２
方
向
及

び
鉛
直
方

向
の
地
震
力
の

組
合
せ
に

つ
い
て
は
，
常

設
耐
震
重

要
重
大
事
故
防

止
設
備
又

は
常
設
重
大
事

故
緩
和

設
備
が
設
置
さ

れ
る
重
大

事
故
等
対
処
施

設
及
び
波

及
的
影
響
を
考

慮
す
べ
き

施
設
を
対
象
に

，
当
該
組
合
せ
の
適
用
に

よ
っ
て
水

平
１
方
向

及
び
鉛

直
方
向
の
地
震

力
を
組
み

合
わ
せ
た
耐
震

計
算
へ
の

影
響
の
可
能
性

が
あ
る
施

設
又
は
設
備
を

抽
出
し
，
三
次
元
応
答
性

状
を
考
慮

し
た
上
で

基
準
地

震
動
を
適
用
し

て
当
該
組

合
せ
の
適
用
が

耐
震
性
評

価
に
及
ぼ
す
影

響
を
評
価

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
8 
水
平
２
方
向
及
び

鉛
直
方
向
地
震

力
の
組
合

せ
に
関
す
る
影

響
評
価
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
12
 水

平
２
方

向
及
び
鉛

直
方
向
地
震
力

の
組
合
せ

に
関
す
る
影
響

評
価
結
果

」
（
4
2
,4
7,
50
,
51
頁
参
照
）

「
補
足

-
34
0-
7
水
平
２
方
向
及

び
鉛
直
方
向
の

適
切
な
組

合
せ
に
関
す
る

検
討
に
つ

い
て
」
（

79
, 
8
6,
別
紙
-3
-9
5,
別
紙
-
4-
6
1,
6
4頁

参
照
）

「
補
足

-
34
0-
1
3
機
電

分
耐
震
計

算
書
の
補
足
に

つ
い
て
」

（
8
1,
1
42
,1
50
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

水
平
２
方
向
及

び
鉛
直
方

向
地
震
力
の
組

合
せ
に
関

す
る
影
響
評
価

方
針
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
す

る
。
ま
た
，
耐

震
性
評

価
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価

に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確

認
す
る
。
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-4
【
残
留
熱
除
去

系
配
管
改
造
工
事
の
概
要

に
つ
い

て
】

・
今
回

の
配
管
改
造
に

よ
り
，
残

留
熱
除
去
系
の

系
統
構
成

及
び
設
置
場
所

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
②
，

⑥
ｃ
】

補
足

-5
【
原
子
炉
格
納

容
器
電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

貫
通
部
改
造
工

事
の
概
要
に
つ
い
て
】

・
今
回

の
電
気
配
線
貫

通
部
の
改

造
に
よ
り
，
設

置
場
所
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
②
，

⑥
ｃ
】

・
今
回

の
電
気
配
線
貫

通
部
の
改

造
に
よ
り
，
ス

リ
ー
ブ
長

が
短
尺
化
す
る

こ
と
で
，

支
点
（
ば
ね
）

に
か
か
る

応
力
は
小

さ
く
な
り
，
評

価
点
に
か

か
る
応
力
は
小

さ
く
な
る

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

Ⅴ
-2
-1
-
1 
耐

震
設
計
の
基
本
方

針
の
概
要

・
耐
震

設
計
，
耐
震
重

要
度
分
類

，
地
震
力
の
算

定
及
び
地

震
応
答
解
析
の

算
定
，
荷

重
の
組
合
せ
，

許
容
限
界

，
波
及
的

影
響
を
考
慮
し

た
設
計
な

ど
の
基
本
方
針

で
あ
り
，

配
管
及
び
電
気

配
線
貫
通

部
の
改
造
に
よ

る
基
本
方

針
へ
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
①
～

⑥
】

Ⅴ
-2
-1
-
4 
重

要
度
分
類
及
び
重

大
事
故
等
対
処

施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針

・
今
回

の
配
管
改
造
及

び
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
に
よ
り

，
系
統
構
成
及

び
設
置
場

所
に
変
更
が
な

い
こ
と
か

ら
，

施
設
区

分
の
分
類
及
び

波
及
的
影

響
を
考
慮
す
べ

き
施
設
区

分
の
基
本
方
針

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
②
，

⑥
ｃ
】

Ⅴ
-2
-1
-
6 
地

震
応
答
解
析
の
基

本
方
針

・
地
震

応
答
解
析
の
基

本
方
針
で

あ
り
，
配
管
及

び
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
に
よ
る

基
本
方
針
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確

認
し
た
。
【
③

ｂ
】

残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

２
．
確

認
結
果
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

Ⅴ
-2
-1
-
8 
水

平
２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
地
震
力

の
組
合

せ
に
関
す
る
影

響
評
価
方
針

Ⅴ
-2
-1
2
 水

平
２
方
向

及
び
鉛
直
方
向
地
震
力
の

組
合
せ

に
関
す
る
影
響

評
価
結
果

補
足

-3
4
0-
7
水
平
２
方
向
及
び

鉛
直
方
向
の
適

切
な
組

合
せ
に
関
す
る

検
討
に
つ
い
て

補
足

-3
4
0-
13

機
電
分

耐
震
計
算
書
の
補
足
に
つ

い
て

・
今
回

の
配
管
改
造
及

び
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
範
囲
は

，
「
水
平
２
方

向
及
び
鉛

直
方
向
の
組
合

せ
に
よ
る

影
響
の
可

能
性
が
あ
る
施

設
を
評
価

対
象
施
設
と
し

，
施
設
が

有
す
る
耐
震
性

に
及
ぼ
す

影
響
を
評
価
す

る
」
方
針

を
変
更

す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

影
響
評
価

に
対
す
る
確
認

結
果
は
次

の
と
お
り
。
【

⑦
】

・
残
留

熱
除
去
系
配
管

の
水
平
２

方
向
及
び
鉛
直

方
向
の
地

震
力
の
組
合
せ

に
よ
る
耐

震
性
評
価
に
及

ぼ
す
影
響

の
評
価
は

，
設
計
用
床
応

答
曲
線
の

震
度
を
一
律
に

1
.5
倍
し
た
設
備

評
価
用
床
応
答
曲

線
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ

り
，

耐
震
尤

度
に
包
絡
さ
れ

て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て

い
る
。

今
回

の
配
管
改
造
の

改
造
範
囲

は
，
設
備
評
価

用
床
応
答

曲
線
を
変
更
す

る
も
の
で

は
な
い
た
め
，

水
平
２
方

向
及
び
鉛

直
方
向
地
震
力

の
組
合
せ

に
関
す
る
影
響

評
価
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
し

た
。
【
⑦
】

・
電
気

配
線
貫
通
部
の

水
平
２
方

向
及
び
鉛
直
方

向
の
地
震

力
の
組
合
せ
に

よ
る
耐
震

性
評
価
に
及
ぼ

す
影
響
の

評
価
は
，

従
来
評
価
に
て

水
平
２
方

向
の
地
震
力
（

水
平
２
方

向
及
び
鉛
直
方

向
の
地
震

力
の
組
合
せ
）

を
考
慮
し

て
お
り

，
水
平
２
方
向

の
地
震
力

の
重
複
に
よ
る

影
響
は
影

響
軽
微
と
整
理

し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し

た
。

【
⑦
】

今
回

の
電
気
配
線
貫

通
部
の
改

造
範
囲
は
，
耐

震
性
の
評

価
手
法
を
変
更

す
る
も
の

で
は
な
い
た
め

，
水
平
２

方
向
及
び

鉛
直
方
向
地
震

力
の
組
合

せ
に
関
す
る
影

響
評
価
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
⑦
】

・
な
お

，
床
応
答
へ
の

影
響
検
討

と
し
て
，

3次
元
的
な
応

答
特
性
を
踏
ま
え
て
も
，

原
子
炉
建
屋
に

お
け
る
質

点
系

モ
デ
ル

の
応
答
は
，
妥

当
な
応
答

と
な
る
こ
と
は

確
認
し
て

い
る
。
【
⑦
】

V
-
2-
5-
2
-1
-1

管
の
耐
震
性
に

つ
い
て
の
計
算

書 V
-
2-
5-
4
-1
-4

管
の
耐
震
性
に

つ
い
て
の
計
算

書

・
今
回

の
配
管
改
造
に

つ
い
て
，

配
管
及
び
弁
の

動
的
機
能

維
持
評
価
に
て

，
必
要
な

強
度
が
確
保
さ

れ
て
い
る

こ
と
を
左

記
図
書
に
て
確

認
し
た
。

【
①
】

※
：
2
02
1年

3月
25
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
「
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
（
東
海
第
二
発
電
所
の
設
計
及
び
工
事
計
画
の
変

更
）
」

残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】
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残
留
熱
除
去
系
配
管
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
電
気
配
線
貫
通
部
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

０
条

地
震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

３
．
ま

と
め

（
１
）

残
留
熱
除
去
系

配
管
の
改

造
・

今
回
の
配
管
改

造
に
お
い

て
，
残
留
熱
除

去
系
の
系

統
構
成
及
び
設

置
場
所
に

変
更
が
な
い
た

め
，
耐
震

設
計
の
基
本
方

針
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認

し
た
。

・
基
本
方
針
に
変

更
が
な
く

，
必
要
な
強
度

が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と

か
ら
，
技

術
基
準
の
適
合

性
に
影
響

を
与
え
な
い
。

・
耐
震
性
に
影
響

が
な
い
こ

と
（
適
合
し
て

い
る
こ
と

）
を
確
認
す
る

必
要
が
あ

る
た
め
，
変
更

の
工
事
の

内
容
（
本
申
請

内
容
）
に

関
連
し
，
審
査

対
象

条
文
と

す
る
。

（
２
）

原
子
炉
格
納
容

器
電
気
配

線
貫
通
部
の
改

造
・

今
回
の
電
気
配

線
貫
通
部

の
改
造
に
お
い

て
，
設
置

場
所
に
変
更
が

な
い
た
め

，
耐
震
設
計
の

基
本
設
計

方
針
に
変
更
が

な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

・
基
本
方
針
に
変

更
が
な
い

た
め
，
耐
震
に

関
す
る
保

守
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る

こ
と
か
ら
，
技

術
基
準
の

適
合
性
に
影
響

を
与
え
な

い
。

・
既
工
事
計
画
で

確
認
さ
れ

た
設
計
を
変
更

す
る
も
の

で
は
な
い
。
ま

た
，
地
震

に
よ
る
損
傷
の

防
止
に
関

す
る
基
本
設
計

方
針
に
つ

い
て
も
変
更
が

な
い

こ
と
か

ら
，
審
査
対
象

条
文
と
な

ら
な
い
。
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